
参加方法・申込方法

講師講演
内容 鎌田 斗南
様120年以上未解決だったパズ

ル問題を数学的手法で解決!

北陸先端科学技術大学院大学

先端科学技術研究科 助教

　1907年、H. E. Dudeneyは「正三角形をできるだけ

少ないピースに切り分け、それらを組み合わせて正方

形を作れ」というパズルを提示した。4週間後、デュ

ーデニーは美しい4ピースの解法を示し、これは今日

に至るまで最も有名な裁合せパズルのひとつである。

本発表では、このパズルの最終な解決、すなわち、正

三角形と正方形は、3ピース以下の裁合せを持たない

ことの証明について、紹介する。

 本公演の内容は 17th Innovations in Theoretical

Computer Science Conference (ITCS 2026)で発表さ

れた Erik D. Demaine氏、上原隆平氏と発表者の共同

研究に基づいたものである。

https://izumi-math.jp

先着順
名

札幌光星高等学校シャミナードホール
札幌市東区北13条東9丁目1-1

無料(北数教会員)

会場

参加費

住所

13:30〜15:10
11.282026. SAT

デュードニーパズルの

最適性証明

数学教育実践研究会
[主催] 

（本講演は第138回数学教育実践研究会内で行われます。
　申し込みにつきましては、後日メールでご案内します）
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